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へなければ 考 へないで、 また 翻訳者の 責任で あるから、 

実に 進退 維 谷 まるので ある。 

しかしながら、 同じ 作品で も、 翻訳者に その 人 を 得 

るか 得ない かで、 その 価値が 或は 高く、 或は 低く 評価 

される 場合が あるの だと 思 ふと、 翻訳もう つかりで き 

ない ことになる。 

僕 は、 欧米の 劇作家で、 今日まで わが国に 紹介され 

た 人々 のうち、 ある もの は 非常に 損 をして ゐ ると 思 ふ 

ことがある。 

戯曲の 翻訳者 は、 必ずしも 舞台 を識る 必要 はない。 

ただ、 戯曲 家 的 才能が あれば よい。 戯曲 家 は 舞台 (現 



在までの) なんか 識ら なくって いいので ある。 

なほ、 戯曲の 翻訳者 は、 理想 をい へば、 戯曲 家で な 

い 方が いい。 戯曲 家 は、 翻訳す るつ もりで 翻案 をして 

しま ふこと が 多い。 ヴィ ニイの 翻訳になる オセロ は、 

シェイク ス ピィャ から 遠い ものである。 坪 内 博士 も そ 

の 例に 漏れず である。 

小山 内 氏 は、 どこかで、 自分 は 演出 者と しての 立場 

から 翻訳 を するとい ふ 意味の こと を 云って ゐ たが、 そ 

れは、 考 へやう によって は、 当り前の ことで あるし、 

また 考 へやう によって は 不都合な ことで ある。 なぜ 当 

り 前 かとい へば、 演出 者の 立場と いふの は、 最も 舞台 
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